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検 索大津　共産党

９月通常会議版
（会期：9月4日～10月18日）

豊
か
な
給
食
を

住み続けたい大津市

声

い
ま
の
日
本
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
に
よ
り
大
企
業
や
富
裕
層
が
富

を
増
や
す
一
方
で
、
国
民
は
給
与

所
得
が
減
少
、
消
費
税
８
％
増
税

や
社
会
保
障
削
減
で
苦
し
め
ら

れ
、
家
計
消
費
は
連
続
30
ヶ
月
落

ち
込
む
な
ど
厳
し
い
状
況
に
置
か

れ
て
い
ま
す
。
市
民
の
暮
ら
し
と

▼要望する党市議団

中
小
零
細
業
者
の
営
業
を
支
え
る

市
政
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

大
津
市
で
は
行
財
政
改
革
を
進

め
る
越
市
長
の
下
で
、
補
助
金
の

削
減
や
施
設
使
用
料
・
手
数
料
の

大
飯
原
発
の�

再
稼
働
Ｎ
Ｏ
！

　

事
故
時
の
住
民
の
避
難

計
画
は
再
稼
働
審
査
の
対

象
外
で
、
原
発
か
ら
出
る

放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処

分
場
も
未
定
。
大
津
市
民

に
も
大
き
な
影
響
が
及
び

ま
す
。

介
護
報
酬
の

抜
本
的
引
き
上
げ
を

　

国
に
よ
る
報
酬
削
減
で

介
護
事
業
所
の
経
営
は
困

難
を
極
め
て
い
ま
す
。
人

材
確
保
と
サ
ー
ビ
ス
の
質

確
保
の
た
め
に
も
報
酬
引

き
上
げ
は
緊
急
課
題
で

す
。

　

両
請
願
と
も
、
請
願
者

に
よ
る
趣
旨
説
明
が
行
わ

れ
ま
し
た
が
、
反
対
多
数

で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　10月特別会議では東部学校給食共同調
理場の整備・管理運営に関わる議案が提
出されました。老朽化した現調理場の新
築は緊急課題ですが、本計画は、17,000
食提供の大規模調理場を、整備から管理
運営まで民間に長期契約で委託します。
　これにあわせて全市で中学校給食が開
始されます。党市議団は長年、市民のみ
なさんと共に自校方式の給食を求めてき
ました。給食実施は歓迎ですが、食育や
安全性、防災面も考えた豊かで美味しい
給食実現へ、丁寧な検討をすべきです。
市の監督が行き届くのかも懸念があり、
党市議団は議案に反対しました。

企
画
立
案
や
そ
の
能
力
の
向
上
が

阻
害
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
民
セ
ン
タ
ー
、
小
中
学
校
、

市
営
住
宅
な
ど
市
民
生
活
の
拠
点

と
な
る
公
共
施
設
削
減
も
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
。

党
市
議
団
は
、
国
言
い
な
り
の

経
費
削
減
・
効
率
化
優
先
で
は
な

く
、
公
共
交
通
の
充
実
や
子
ど
も

の
貧
困
対
策
、
中
小
企
業
支
援
な

ど
市
民
生
活
を
応
援
す
る
具
体
的

な
政
策
を
あ
げ
て
、
市
長
に
要
望

し
ま
し
た
。
実
現
に
向
け
、
市
民

の
み
な
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

◦
憲
法
を
守
り
、
平
和
へ
の
取
り
組
み
を

◦
格
差
と
貧
困
解
消
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
を

◦
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
保
育
・
教
育
環
境
の
整
備
を

◦
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
な
ど
誰
も
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
権
利
保
障
と
支
援
施
策
を

◦
安
易
な
民
間
委
託
を
見
直
し
、
市
民
生
活
を
支
え
る

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

◦
市
民
福
祉
を
守
る
市
職
員
の
雇
用
条
件
の
改
善
を

◦
地
域
経
済
を
支
え
る
中
小
事
業
者
へ
の
支
援
を

◦
地
域
公
共
交
通
の
充
実
を

原
発
再
稼
働
中
止
、

介
護
の
充
実
な
ど
切
実
な

市
民
の
請
願
を�

な
ど
が
否
決

内　　　容
共
産
党

湖
誠
会

絆
の
会

公
明
党

市
民
ネ
ッ
ト

志
成
会

維
新
の
会

チ
ー
ム
大
津（自民系） （民進系）

請願 大飯原発の再稼働中止を求める意見書提出 ○ × × × × △ × ○
介護報酬の抜本的引き上げを求める意見書提出 ○ × × × ○ ○ × ○

国への
意見書案

対話による北朝鮮問題の解決に取り組むことを求める ○ × × × × × × ×
核兵器禁止条約の批准を求める ○ × × × × △ × ○
共謀罪（テロ等準備罪）の廃止を求める ○ × × × × × × ○

子どもたちに

○＝賛成、×＝反対、△＝3名中1名反対（他に９件の意見書案が提出されました）

へ
具体的提案

10月特別会議

値
上
げ
、
市
職
員
の
削

減
な
ど
が
進
め
ら
れ
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
後
退

が
進
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
へ
の
委
託
を
は
じ

め
民
間
委
託
が
拡
大

し
、
市
職
員
が
市
民
と

接
す
る
機
会
が
少
な
く

な
り
、
市
民
目
線
で
の

来
年
度
大
津
市
の
予
算
編
成
に
向
け
て
政
策
要
望

主 な 要 望  

　

９
月
通
常
会
議
が
終
了
し
ま

し
た
。
日
本
共
産
党
市
議
団

は
、
国
の
悪
政
か
ら
市
民
を
守

り
、
住
ん
で
い
て
よ
か
っ
た
と

思
え
る
大
津
市
を
目
指
し
論
戦

し
、
10
月
に
は
、
来
年
度
の
予

算
編
成
に
対
し
市
長
に
政
策
を

提
出
し
ま
し
た
。

公
明

自
民
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杉
浦
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と
も
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石
黒
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か
づ
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の
り
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た
て
み
ち

�

秀
彦

林

�

ま
り

みなさんと
� ともに

大津市会議員団

質問
紹介）（ 市民の願いを掲げて市を追及

２０１7年９月通常会議

市ガス事業の民営化ストップを�2016年度決算から見える大津市政の問題点

　多重債務やアルコール・薬物依
存、家族への暴力などが深刻化
し、重大な社会問題となってお
り、大津市でも精神保健福祉相談
や緊急対応が増加しています。さ
らに国によるギャンブル推進で、
地方自治体に保健予防対策の強化
が押し付けられようとしていま
す。
　林市議は、相談に対応する保健
師の体制強化を求めました。

　今年11月から、市立中学校の３校
をモデル校に、LINEを利用したい
じめ対策が始まります。中高生の利
用頻度が高いLINEの活用で相談の
受け入れ幅を広げると言います。
　杉浦市議は、相談窓口の拡大は大
切だが、子どもたちのプライバシー
などの情報管理や相談の取り扱い、
トラブルへの対応など、万全の対策
を市の責任で行うよう求めました。

　市ガス事業の在り方検討委員会は、６回の会
議で検討を終了し市に答申書を提出。答申は、
公営でガス事業を継続することは困難として、
企業局が進める官民連携会社を設立し、2019年4月から開始す
べきとしています。今後、企業局は具体化へ動き出します。
　市民からは公営継続を求める署名が提出されました。引き続
き問題点を追及し、市の責任ある運営を求めていきます。

　育成支援計画などで子どもの人
権などを大切にする環境整備を行
っているとして、踏み込んだ答弁
はありませんでした。

市は

　緊急時の対応職
員の充足は課題と
の認識は示しまし
たが、不充分な回
答に留まりまし
た。

市は

　LINE㈱との秘
密保持契約を結ぶ
ことを理由に、業
者任せの無責任な
姿勢です。

市は

公共施設適正化、市職員の残業削減、競走
馬育成施設計画について

その他の質問項目

ふるさと納税のあり方、
東部学校給食共同調理場
について

その他の質問項目

図書館行政、市ガス事業、
卸売市場排水問題について

その他の質問項目

　大津市では、いじめ防止条例に基づき、体制整備
や啓発活動などが具体化されてきました。しかし、
子どもが抱える困難は貧困や虐待、犯罪被害など多
様化し、深刻化しています。
　岸本市議はいじめ条例を発展させ、すべての子ど
もが生きる・守られる・育つ・学ぶ・社会に参加す
る権利を有していることを明確化させ、具体化する
「子ども条例」の制定を求めました。

子ども条例の制定を
岸本のり子 市議

精神保健福祉充実に保健師の増員を
林まり 市議

いじめ相談を民間任せにするな
杉浦とも子 市議

一
人
ひ
と
り
が
大
切
に
さ
れ
る
よ
う
に

　来年度から国民健康保険の財政運営責任が、
市から滋賀県に移行されます。県で行われた保
険料の試算では、大津市は値上げとなり、市民
から不安の声が上がっています。
　たてみち市議は、今でも高い保険料が加入者
の生活を圧迫し医療にかかりにくくしている中
で、値上げしないよう
県に要望するととも
に、一般会計からの繰
り入れを増やすことを
求めました。

　市が単独で保険料上昇
を抑えることは、国保運
営方針の方向性と異なり
行う考えはないと冷たい
回答でした。

市は

中小企業支援、税額決定通知書
のマイナンバー記載について

その他の質問項目

国保料の値上げNO！―国保の都道府県単位化
たてみち秀彦 市議

長期に保険料が払えないと発行される
全額自己負担の資格証明証

●コールセンター事業に年間5,150万円をかけながらサービスは後退
●庁舎の清掃業務委託費が2,500万円から1,500万円となり、雇用条件が悪化
●コンサルタント会社への業務委託が５年間で３倍の2億1,000万円に。東部
学校給食共同調理場では1,800万円、競輪場跡地利活用では1,150万円
●職員の削減や非正規への置き換えで技術継承できず
●税や保険料などの徴収強化
●市民との共同を軽視した市民活動への補助金削減

市民が5,193筆の署名提出

　市は耐震不足や老朽化した市営住宅の廃止を決め、
住み替えなどによる戸数削減を進めています。
　市営住宅には低所得、高齢の入居者が多く、石黒市
議は、中央団地では８割の方が住み替えたくないとい

うアンケート結果を示
し、経済的負担を増や
さず、市が最後まで責
任を持って、入居者が
納得できる対応をする
よう市の姿勢を質しま
した。

強引な市営住宅住み替えは見直しを

　市は、丁寧な対応
をしていくと言いな
がら、「家賃補助は
考えていない」「３
年をめどに住み替え
を進める」との冷た
い答弁でした。

市は

石黒かづ子 市議

中央団地で日本共産党が
取り組んだアンケート　

無回答３％条件があえ
ば住み替え
てもよい
15％

住み替えたくない
82％


